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【2019年2月2日～2019年2月8日までの推移】

1/1

トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに下落し

ました。トルコの2年国債金利はほぼ横ばいでした。

先週のトルコ・リラは、特段材料がなく、終始比較的

狭い値幅での動きとなりましたが、一週間を通してみる

と、対米ドル・対円ともに小幅に下落しました。シリア情

勢に関しては、トランプ米大統領があらためて米軍撤

退の方針を示しましたが、2月4日(現地、以下同様)に

米上院で撤退を急がないという法案が圧倒的多数で

可決され、トルコ市場への影響は限定的でした。国債

金利はほぼ横ばいでした。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週のトルコ国内では、経常収支や鉱工業生産、失

業率などの経済指標が発表される予定です。市場で

はいずれの指標も前月からの鈍化が予想されており、

景気鈍化のペースを確認する局面が続きそうです。

トルコ国外については、シリア情勢を巡って前述の

法案可決により米軍の早期撤退の可能性は後退した

ものの、その後シリア国内ではIS(イスラム国)掃討の動

きが激化しているとのニュースが出ています。エルドア

ン大統領は14日にプーチンロシア大統領との会談を

予定しており、対米関係も含め引き続きシリア情勢に

留意する必要があると考えています。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し
【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


